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【資料3】 

【概要】 

高放射性廃液貯蔵場(HAW)，ガラス固化技術開発施設(TVF)ガラス固化技術開発

棟及びそれらに関連する施設以外の分離精製工場(MP)等の施設については，有意

に放射性物質を建家外に流出させないことを基本とした措置を講ずることとしてい

る。 

分離精製工場(MP)等の施設のうち，廃棄物容器・製品容器を貯蔵・保管する施設

の現場の詳細な調査及びそれらを踏まえた対策の内容の検討等の状況を示す。 

なお，対策等については必要に応じ，令和 3 年 4 月に廃止措置計画の変更認可申

請を行う。 

 〈9/15 監視チームにおける議論のまとめ〉 
3. 分離精製工場（MP）等の津波防護に関する
対応について

○ 詳細調査の作業状況
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分離精製工場(MP)等の津波防護に関する詳細調査の状況 

１．概要 

高放射性廃液貯蔵場(HAW)，ガラス固化技術開発施設(TVF)ガラス固化技術開発

棟及びそれらに関連する施設以外の分離精製工場(MP)等の施設(以下「分離精製工

場(MP)等」という。)のうち，廃棄物容器・製品容器を貯蔵・保管する施設のプラ

ントウォークダウンの結果，評価，対策案を以下に示す。

２．プラントウォークダウンの結果 

一次スクリーニングでの保守的な評価において，放射性物質の流出を想定した

廃棄物容器・製品容器を貯蔵・保管する以下の施設のプラントウォークダウンを実

施した。施設の位置を別図，結果の例を別紙1～5に示す。 

・廃棄物処理場（AAF) 別紙1

・アスファルト固化体貯蔵施設（AS1)

・第二アスファルト固化体貯蔵施設（AS2）

・ウラン貯蔵所(UO3) 別紙2

・第二ウラン貯蔵所(2UO3) 別紙3

・焼却施設（IF)

・第一低放射性固体廃棄物貯蔵場（1LASWS) 別紙4

・第二低放射性固体廃棄物貯蔵場（2LASWS) 別紙5

３．評価及び対策案 

プラントウォークダウンを踏まえた放射性物質の流出の評価及び対策案を別紙

6，対策案の詳細を別紙7～9に示す。容器の転倒・落下防止及び建家外への流出防

止の対策を実施することにより，廃棄物容器・製品容器に起因する有意な放射性物

質の建家外への流出を防止する。 

以上 
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③評価対象機器が設置されたセル内への流入ルートの調査

④評価対象機器内への流入ルートの調査

廃棄物容器はセル内以外の場所に貯蔵しており，該当しない。 
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〇放射性物質の建家外への流出 

【廃棄物を収納したドラム缶及びコンテナ】 

・地震が発生した場合、焼却しない廃棄物は、平積みで保管していることから荷崩れの可

能性は極めて低い。

・建家内に海水が侵入した場合、保管しているドラム缶及びコンテナは、浮き上がり、流出

する可能性があることから、ドラム缶及びコンテナを建家外に流出しない対策を講じる。

【低放射性固体廃棄物（カートンボックス、袋）】 

・地震が発生した場合、所定の保管場所（棚）で保管している低放射性固体廃棄物（カート

ンボックス、袋）は、落下する可能性は否定できないもののカートンボックス及び袋は二

重梱包されており、放射性物質が放出される可能性は極めて低い。 

・地上２階は、当該室の窓まで浸水しないことから、流出する可能性は極めて低い。

・地上１階の保管場所（棚）が浸水した場合、低放射性固体廃棄物（カートンボックス、袋）は、

浮き上がり、流出する可能性があることから、建家外に流出しない対策を講じる。

以上
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③評価対象機器が設置されたセル内への流入ルートの調査

④評価対象機器内への流入ルートの調査

製品容器はセル内以外の場所に貯蔵しており，該当しない。 
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③評価対象機器が設置されたセル内への流入ルートの調査

④評価対象機器内への流入ルートの調査

製品容器はセル内以外の場所に貯蔵しており，該当しない。 
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③評価対象機器が設置されたセル内への流入ルートの調査

④評価対象機器内への流入ルートの調査

廃棄物容器はセル内以外の場所に貯蔵しており，該当しない。 
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〇保管状況
貯蔵室内にドラム缶またはコンテナを3段積みで保管している。ドラム缶については、地震が発生した場

合に荷崩れを起こさないよう、最上段の4本を固縛している。

○容器等の建家外への流出

津波により建家内へ海水が流入するが、廃棄物容器の建家外への流出を防止するため、貯蔵室入口に
ワイヤーネットを設置する。

また、容器内の廃棄物はビニル袋や内容器に収納されており、有意な放射性物質が流出することは考
えにくい。

廃棄物の貯蔵フロー
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③評価対象機器が設置されたセル内への流入ルートの調査

④評価対象機器内への流入ルートの調査

廃棄物容器はセル内以外の場所に貯蔵しており，該当しない。 
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〇保管状況
貯蔵室内にドラム缶またはコンテナを3段積みで保管している。ドラム缶については、地震が発生した場

合に荷崩れを起こさないよう、最上段の4本を固縛している。

○容器等の建家外への流出

津波により建家内へ海水が流入するが、コンテナの建家外への流出を防止するため、1階は貯蔵室入口
にワイヤーネットを設置する。2階は、鉄骨柱や鉄骨筋交いにベルトを設置する方法及び鉄骨柱や鉄骨筋
交いの間隔より大きくコンテナを固縛する方法を組み合わせた対策を行う。

また、容器内の廃棄物はビニル袋や内容器に収納されており、有意な放射性物質が流出することは考
えにくい。

廃棄物の貯蔵フロー
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セル その他

廃棄物処理場
（AAF)

低放射性固体廃棄物 カートンボックス、袋

地上1 階
・低放射性固体廃棄物カー
トン保管室(A142)
・低放射性固体廃棄物受
入処理室(A143)

地上2 階
・予備室(A241)

地震・津波の影響により外
壁から浸水する可能性が
ある。

[フロー（3/3）：①b-③b-④a-②b]

カートンボックス及び袋はラック内に貯蔵し
ており、カートンボックス及び袋が落下する
可能性は否定できない。カートンの場合は
内袋があること、ビニル袋の場合は２重であ
ることから、有意な放射性物質が流出するこ
とは無いと考えられる。貯蔵場所が浸水した
場合、カートン及び袋は浮き上がる可能性
があり、窓・扉・シャッター部から建家外への
流出対策を行う。このため、有意な放射性
物質の流出はない。

シャッター部からカートンボッ
クス、袋が建家外へ流出す
ることを防止するための対策
を実施

廃棄物処理場
（AAF)

ヨウ素フィルタ（AgX） 保管容器

地上1 階
・排気フィルタ室(A102)

地震・津波の影響により外
壁から浸水する可能性が
ある。

[フロー（3/3）：①a-②b]

保管容器は平置きして貯蔵しており、容器
の形状から転倒・落下の可能性は無いと考
えられる。排気フィルタ室が浸水した場合、
容器は浮き上がる可能性があり、扉部から
建家外への流出対策を行う。このため、有
意な放射性物質の流出はない。

扉部から容器が建家外へ流
出することを防止するための
対策を実施（別紙7参照）

廃棄物処理場
（AAF)

ヨウ素フィルタ（活性
炭）

保管容器

地上1 階
・排気フィルタ室(A102)

地震・津波の影響により外
壁から浸水する可能性が
ある。

[フロー（3/3）：①a-②b]

保管容器は平置きして貯蔵しており、容器
の形状から転倒・落下の可能性は無いと考
えられる。排気フィルタ室が浸水した場合、
容器は浮き上がる可能性があるため、津波
の影響を受けない場所への移動を行う。こ
のため、有意な放射性物質の流出はない。

津波の影響を受けない場所
への移動を実施（別紙7参
照）

アスファルト固化
体貯蔵施設
（AS1)

アスファルト固化体 ドラム缶

地下1 階
・貯蔵セル（R051,R052）

地上1 階
・貯蔵セル（R151,R152）

貯蔵セルと繋がっている移
送セル（R050,R150）には
ケーブルダクト、遮蔽扉等
が設置されており、セル内
に海水が流入する可能性
がある。

地震・津波の影響により外
壁から浸水する可能性が
ある。

[フロー（3/3）：①a-②a]

ドラム缶4 本を鋼製フレームに収納し、セル
内に隙間なく貯蔵しており、転倒・落下の可
能性は無いと考えられる。貯蔵セルが浸水
した場合、ドラム缶は浮き上がることはなく、
移送セル・遮蔽扉を経由し、建家外に流出
することは無いと考えられる。このため、有
意な放射性物質の流出はない。

不要

分離精製工場(MP)等の津波防護に関する整理（製品容器・廃棄物容器） 案

評価主なインベントリ等施設 機器・容器 建家 対策
貯蔵・保管場所

6
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セル その他
評価主なインベントリ等施設 機器・容器 建家 対策

貯蔵・保管場所

アスファルト固化
体貯蔵施設
（AS1)

プラスチック固化体 ドラム缶

地下1 階
・貯蔵セル（R051,R052）

地上1 階
・貯蔵セル（R151,R152）

貯蔵セルと繋がっている移
送セル（R050,R150）には
ケーブルダクト、遮蔽扉等
が設置されており、セル内
に海水が流入する可能性
がある。

地震・津波の影響により外
壁から浸水する可能性が
ある。

[フロー（3/3）：①a-②a]

ドラム缶4 本を鋼製フレームに収納し、セル
内に隙間なく貯蔵しており、転倒・落下の可
能性は無いと考えられる。貯蔵セルが浸水
した場合、ドラム缶は浮き上がる可能性は
あるが、移送セル・遮蔽扉を経由し、建家外
に流出することは無いと考えられる。このた
め、有意な放射性物質の流出はない。

不要

第二アスファルト
固化体貯蔵施設
（AS2）

アスファルト固化体 ドラム缶

地上1 階
・貯蔵セル（R151）

地上2 階（浸水深以上）
・貯蔵セル（R251）

貯蔵セル（R151）には入気
ダクト、遮蔽扉等が設置さ
れており、セル内に海水が
流入する可能性がある。

地震・津波の影響により外
壁から浸水する可能性が
ある。

[フロー（3/3）：①b-③b-④a-②a]

ドラム缶4 本をパレット上に置き、最大3 段
積みで貯蔵しており、端部等のドラム缶が転
倒・落下し蓋が外れる可能性は否定できな
い。固化体自体に放射性物質が閉じ込めら
れており，固化体と海水が接触しても有意な
放射性物質が流出することは考えにくい。貯
蔵セルが浸水した場合、ドラム缶は浮き上
がることはなく、遮蔽扉を経由し、建家外に
流出することは無いと考えられる。このた
め、有意な放射性物質の流出はない。

不要

第二アスファルト
固化体貯蔵施設
（AS2）

プラスチック固化体 ドラム缶

地上1 階
・貯蔵セル（R151）

地上2 階（浸水深以上）
・貯蔵セル（R251）

貯蔵セル（R151）には入気
ダクト、遮蔽扉等が設置さ
れており、セル内に海水が
流入する可能性がある。

地震・津波の影響により外
壁から浸水する可能性が
ある。

[フロー（3/3）：①b-③b-④a-②a]

ドラム缶4 本をパレット上に置き、最大3 段
積みで貯蔵しており、端部等のドラム缶が転
倒・落下し蓋が外れる可能性は否定できな
い。ドラム缶は2重であり、固化体自体に放
射性物質が閉じ込められており，固化体と
海水が接触しても有意な放射性物質が流出
することは無いと考えられる。貯蔵セルが浸
水した場合、ドラム缶は浮き上がる可能性
はあるが、遮蔽扉を経由し、建家外に流出
することは無いと考えられる。このため、有
意な放射性物質の流出はない。

不要

第二アスファルト
固化体貯蔵施設
（AS2）

雑固体廃棄物 ドラム缶

地下1 階
・貯蔵セル(R051)

貯蔵セル（R051）には入気
ダクト、遮蔽扉等が設置さ
れており、セル内に海水が
流入する可能性がある。

地震・津波の影響により外
壁から浸水する可能性が
ある。

[フロー（3/3）：①b-③b-④a-②a]

ドラム缶4 本をパレット上に平置きして貯蔵
しており、転倒し蓋が外れる可能性は否定
できない。容器内の廃棄物は内容器に収納
されており、有意な放射性物質が流出する
ことは無いと考えられる。貯蔵セルが浸水し
た場合、ドラム缶は浮き上がる可能性はあ
るが、遮蔽扉を経由し、建家外に流出するこ
とは無いと考えられる。このため、有意な放
射性物質の流出はない。

不要
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セル その他
評価主なインベントリ等施設 機器・容器 建家 対策

貯蔵・保管場所

ウラン貯蔵所
(UO3)

ウラン製品
（三酸化ウラン粉末）

三酸化ウラン容器

地上1 階
・貯蔵室

地震・津波の影響により外
壁から浸水する可能性が
ある。

[フロー（3/3）：①b-③a-②a]

1.6%濃縮ウラン容器はバードケージに収納
し2段積みで4%濃縮ウラン容器はバードケー
ジに収納し、平積みで貯蔵している。バード
ケージ同士の締結、床へ固定する対策を行
うことから転倒・落下の可能性は無いと考え
られる。貯蔵室が浸水した場合、容器は浮
き上がることは無く、建家外に流出すること
は無いと考えられる。このため、有意な放射
性物質の流出はない。

容器の転倒・落下対策を実
施（別紙8参照）

第二ウラン貯蔵
所
(2UO3)

ウラン製品
（三酸化ウラン粉末）

三酸化ウラン容器

地上1 階
・貯蔵室(A103)

地震・津波の影響により外
壁から浸水する可能性が
ある。

[フロー（3/3）：①b-③b-④a-②a]

ウラン容器はバードケージに収納し、貯蔵棚
内に貯蔵している。貯蔵棚からの落下対策
を行うが、容器が落下する可能性は否定で
きない。落下が考慮された容器であり、放射
性物質が流出することは無い。貯蔵室が浸
水した場合、容器は浮き上がることは無く、
建家外に流出することは無いと考えられる。
このため、有意な放射性物質の流出はな
い。

容器の貯蔵棚からの落下対
策を実施（別紙8参照）

焼却施設
（IF)

低放射性固体廃棄物
（可燃）

カートンボックス、袋

地下1 階
・カートン貯蔵室(A001)
・オフガス処理室(A005)
1 階
・予備室(A102)
3 階（浸水深以上）
・カートン投入室(A305)
・機材室(A309)

地震・津波の影響により外
壁から浸水する可能性が
ある。

[フロー（3/3）：①b-③b-④a-②b]

カートンボックス及び袋はラック内に貯蔵し
ており、カートンボックス及び袋が落下する
可能性は否定できない。カートンの場合は
内袋があること、ビニル袋の場合は２重であ
ることから、有意な放射性物質が流出するこ
とは無いと考えられる。貯蔵場所が浸水した
場合、カートン及び袋は浮き上がる可能性
があり、扉部から建家外への流出対策を行
う。このため、有意な放射性物質の流出は
ない。

扉部からカートンボックス及
び袋が建家外へ流出するこ
とを防止するための対策を
実施

焼却施設
（IF)

焼却灰 ドラム缶

地下1 階
・焼却灰ドラム保管室
(A006)

地震・津波の影響により外
壁から浸水する可能性が
ある。

[フロー（3/3）：①b-③a-②a]

ドラム缶を平積みで貯蔵しており、転倒対策
を行う。焼却灰ドラム保管室が浸水した場
合、ドラム缶は浮き上がる可能性があるが、
扉は強固であり、建家外に流出することは
無いと考えられる。このため、有意な放射性
物質の流出はない。

転倒を防止するための対策
を実施
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セル その他
評価主なインベントリ等施設 機器・容器 建家 対策

貯蔵・保管場所

第一低放射性固
体廃棄物貯蔵場
（1LASWS)

雑固体廃棄物 ドラム缶・コンテナ

地下1 階
・貯蔵室（A001）

地上1 階
・貯蔵室（A101）

地上2 階
・貯蔵室（A201）

地上3 階（浸水深以上）
・貯蔵室（G301）

地上4 階（浸水深以上）
・貯蔵室（G401）

地上5 階（浸水深以上）
・貯蔵室（G501）

地震・津波の影響により外
壁から浸水する可能性が
ある。

[フロー（3/3）：①b-③b-④a-②b]

ドラム缶4 本をパレット上に置き、最大3 段
積みで貯蔵しており、最上段のドラムの固縛
を行っているが、端部等のドラム缶が転倒・
落下し蓋が外れる可能性は否定できない。
また、コンテナは最大3 段積みで貯蔵してお
り、端部等のコンテナが転倒・落下する可能
性は否定できない。容器内の廃棄物はビニ
ル袋や内容器に収納されており、有意な放
射性物質が流出することは無いと考えられ
る。貯蔵室が浸水した場合、容器は浮き上
がる可能性があり、地上1階シャッター部か
ら建家外への流出対策を行う。このため、有
意な放射性物質の流出はない。

シャッター部から容器が建家
外へ流出することを防止する
ための対策を実施（別紙9参
照）

第二低放射性固
体廃棄物貯蔵場
（2LASWS)

雑固体廃棄物 ドラム缶・コンテナ

地下1 階
・貯蔵室（A001）

地上1 階
・貯蔵室（A101）

地上2 階
・貯蔵室（G201） 地震・津波の影響により外

壁から浸水する可能性が
ある。

[フロー（3/3）：①b-③b-④a-②b]

ドラム缶4 本をパレット上に置き、最大3 段
積みで貯蔵しており、最上段のドラムの固縛
を行っているが、端部等のドラム缶が転倒・
落下し、蓋が外れる可能性は否定できな
い。また、コンテナは最大3 段積みで貯蔵し
ており、端部等のコンテナが転倒・落下する
可能性は否定できない。容器内の廃棄物は
ビニル袋や内容器に収納されており、有意
な放射性物質が流出することは無いと考え
られる。貯蔵室が浸水した場合、容器は浮
き上がる可能性があり、地上1階シャッター
部、地上2階の外壁部（破損を想定）から建
家外への流出対策を行う。このため、有意
な放射性物質の流出はない。

シャッター部、地上2階の外
壁部から容器が建家外へ流
出することを防止するための
対策を実施（別紙9参照）
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